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戦略性が高く意欲的な目標・計画 

ユニット１ 世界トップレベルの感染症教育研究拠点の構築 

概要 
「熱帯医学・グローバルヘルス研究科」を基盤としたグローバルヘルス分野で日本をリードする卓越した大学院教育プログラムの構築

に取り組み，また，世界をリードする感染症研究拠点の形成に取り組む。 

中期目標【2】 高度な実践的能力と世界をリードできる高い研究能力を持つ研究者・高度専門職業人を育成する。 

 中期計画【2－3】 

博士・博士後期課程において，グローバルリーダーとしての能力を有する人材養成を推進するため，体系的なコースワークの導入や幅

広い分野を統合した教育と「熱帯医学・感染症分野」，「放射線医療科学分野」，「海洋生物資源・水環境分野」などにおける強み・

特色を生かした独創的な研究活動を通じた一貫した学位プログラムを構築する。 

中期目標【3】 
熱帯医学・感染症，放射線健康リスク，国際保健領域を中心に学内外の関連研究科や教育研究機関等を糾合し，グローバルヘルス分野

で日本をリードする卓越した大学院教育プログラムを修士・博士両課程の有機的連携体制で構築し，世界に貢献する人材を育成する。 

 中期計画【3－1】 

熱帯医学・感染症，国際保健分野においては，グローバルな俯瞰力を備え，教育研究の推進と疾病制御の実践においてリーダーシップ

を発揮できる国際的人材を育成するため，熱帯医学・グローバルヘルス研究科の東京キャンパスと博士課程の設置を実現するとともに，

医歯薬学総合研究科博士課程リーディングプログラムの継続体制を構築し，両研究科の有機的連携による修士と博士両課程一貫の大学

院教育プログラムを構築する。 

 （参考）平成 27年度以前 

・ロンドン大学衛生熱帯医学大学院等と連携し，世界で活躍できるグローバル・リーダーを育成する熱帯医学・グローバルヘルス研究

科の平成 27 年度設置に向けて，教育研究環境を整備する。（平成 25 年度） 

・熱帯医学・グローバルヘルス分野において世界トップレベルのロンドン大学衛生熱帯医学大学院等から外国人研究者を招へいし，本

学の強みである熱帯医学分野の教育研究環境を強化するとともに，海外フィールドでの調査研究など国際共同研究を推進する。（平成

25 年度） 

 中期計画【3－2】 

放射線健康リスク領域においては，国内外の災害時においてリーダーシップを発揮できる国際的人材を育成するため，福島県立医科大

学と共同大学院災害・被ばく医療科学共同専攻（修士課程）を平成 28 年度に設置するとともに，医歯薬学総合研究科放射線医療科学専

攻（博士課程）との連携体制による大学院教育プログラムを構築する。 

中期目標【8】 「世界をリードする感染症研究拠点の形成」を図ることにより世界トップレベルの教育研究拠点を構築する。 

 中期計画【8－1】 

「長崎大学の高度安全実験施設（BSL4 施設）整備に係る国の関与について」（平成 28 年 11 月 17 日国際的に脅威となる感染症対策関係

閣僚会議決定）に基づく国の関与を踏まえるとともに，国内研究機関及び地域との緊密な連携を通して，「高度安全実験（BSL-4）施設

（仮称）」を中核とした感染症研究拠点の形成を推進する。加えて，新興感染症等の学術研究や，感染症制圧に貢献できる人材育成を

担う世界トップレベルの教育研究拠点機能の充実を図る。 
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戦略性が高く，意欲的な目標・計画 

  

ユニット２ 知の拠点として地域に根ざした教育・研究を通した人材育成 

概要 
グローバル化時代における地方創生の中核を担う人材育成に取り組むとともに，特に，海洋エネルギー，海洋生物資源，水環境，地域

福祉医療など地域の課題解決や持続的発展に大きく貢献する。 

中期目標【11】 
大学の知を結集させ，社会の要請に応えるとともに，知の拠点として地域に根ざした教育・研究を通して，地域の未来創造における主

導的役割を果たす。 

 中期計画【11－2】 

学校教育・離島教育支援事業，高大連携・接続事業，教員免許状更新講習事業など地域教育関連事業推進のコーディネート機能を強化

するため，「地域教育連携・支援センター」と教育学部附属の「教育実践総合センター」及び産学官連携戦略本部の「生涯教育室」の

分散した組織を統合し，全学組織とした「地域教育総合支援センター（仮称）」を平成 29 年度までに設置する。 

 中期計画【11－3】 

地域のニーズに応え地域社会の活性化に貢献するため，「“道守”人材養成」，「海洋サイバネティクスと長崎県の水産再生」，「法

医（歯）学専門家育成」事業など，教育，保健・医療・福祉，経済等の実践的な知識・技術・技能・指導力を身に付けた地域人材を育

成する教育プログラムを開始する。 

 中期計画【11－4】 
五島沖海洋エネルギー実証フィールド指定と連動し，実証フィールドと東シナ海を活用した海洋エネルギー，海洋生物資源及び水環境

に関する学際的な研究開発体制と人材育成プログラムを，本学を中心に産学官連携で構築する。 

 中期計画【11－7】 

関係機関と協働して子供の心の問題に対する支援を行うため，医療，教育，行政のネットワークの中心となる「子どもの心の医療・教

育センター」を平成 28 年度に設置し，巡回支援等のアウトリーチ活動や研修等を行うとともに支援体制を整備し，子どもの心のエキス

パートの地域人材育成を行う。 

中期目標【12】 福島原発事故後の復興に資する教育研究・人材育成の推進と地域創生に貢献する。 

 中期計画【12－1】 

福島県における復興支援と地域再生に向けた人材育成と帰還帰村支援を強化するため，福島未来創造支援研究センターを中心に，各種

教育研究拠点との連携・共同による教育・人材育成，健康増進，放射線リスクコミュニケーション，環境モニタリングなどの包括的地

域再生事業の取組を実施する。 

中期目標【25】 「ミッションの再定義」や社会的ニーズを踏まえ，教育研究組織を見直し，教育及び研究の更なる機能強化を図る。 

 中期計画【25－4】 

経済学部では，平成 26 年度に学部学生定員を削減したことに伴い行った教育コース再編等の改革を引き続き展開する。さらに，グロー

バルな視野とイノベーションにより我が国社会をけん引する人材育成のため，「国際ビジネス教育研究センター」及び「みらい創造セ

ンター」を核に，国内外のビジネス系の大学や学部及び企業等と連携して実践力育成を志向した教育プログラムを実施する。 

 中期計画【25－5】 

文理融合の学際組織「アジア環境レジリエンス研究センター」の機能強化により，環境変動・自然災害・地下水汚染などの地域社会の

環境課題に対する「地域レジリエンスモデル」を産学官連携で構築するとともに，環境課題解決に貢献する実践的能力を備えた人材を

育成する学部・大学院一貫の文理融合教育プログラムを開発・実施する。 
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戦略性が高く，意欲的な目標・計画 

ユニット３ 先駆的なグローバル人材育成とキャンパスの国際化によるグローバル化の推進 

概要 
グローバル化する社会の要請に応える戦略的かつ包括的な教育改革を推進するとともに，留学生の派遣・受入を増加させ，グローバル

化の取組を推進する。 

中期目標【14】 
長崎の地理，風土と鮮烈な記憶，歴史に根ざした個性を基盤に，多文化が共生する国際社会の現場に強い，行動力のある長崎大学ブラ

ンドのグローバル人材を育成する。 

 中期計画【14－1】 

学生の英語力の向上とともに海外派遣の拡充を図るため，学術交流協定に基づく単位互換の活用，外国語での授業数を平成 25 年度の実

績値である 1.8％を倍増させるなど，多様な学びの機会を提供する。特に，学部横断型プログラム等の導入によって，日本人学生の留学

経験者の割合を平成 25 年度の実績値である学部 2.9％，大学院 3.8％をそれぞれ 2.5 倍以上とする。 

 中期計画【14－2】 

平成 26 年 4 月に新設した多文化社会学部において，卓越した英語運用能力と多文化社会をリードする人文社会科学の資質を兼ね備えた

グローバル人材を斬新かつ特色ある入試・カリキュラム・学生指導を通じて先駆的に育成し，グローバルに事業を展開する国内外の企

業や国際機関等へ輩出及び大学院へ進学させる。 

中期目標【15】 外国人教員や留学生を増加させ，キャンパスの国際化を図る。 

 中期計画【15－1】 

キャンパスの国際化を図るため，海外留学経験や高度の語学運用能力を有するなどグローバル化に対応できる職員を平成 25 年度の実績

値である 2.2％から 3.5 倍以上に増やして留学生の支援や学術交流協定校などとの国際交流を活発化させるとともに，外国人教員等の割

合を 30％に増加させる。 

 中期計画【15－2】 

留学生の増加を図るため，短期日本語研修など多様なニーズに対応できる教育プログラムを策定するとともに，留学生の包括的な生活

支援や長崎留学生支援センター等の機能を強化し，留学生の割合を平成 25 年 5 月 1日現在の 4.5％及び平成 25 年度通年の 7.0％からそ

れぞれ 1.5 倍以上とする。 

中期目標【25】 「ミッションの再定義」や社会的ニーズを踏まえ，教育研究組織を見直し，教育及び研究の更なる機能強化を図る。 

 中期計画【25－3】 
多文化社会としての世界の持続的発展に貢献する知のプロフェッショナルを育成するため，既存の研究科の組織の見直しを行い，多文

化社会学部の学年進行と連動した新たな人文社会系大学院を設置する。 

中期目標【2】 高度な実践的能力と世界をリードできる高い研究能力を持つ研究者・高度専門職業人を育成する。 

 中期計画【2－2】 
修士・博士前期課程において，高度専門職業人としての実践的問題解決能力や国際性を育むため，モジュール化を含むコースワークを

導入し，大学や研究科の枠を越えた高度な専門的知識等を体系的に修得させる学位プログラムを構築する。 
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戦略性が高く，意欲的な目標・計画 

ユニット４ 大学連携による教育研究の充実強化，国際化の推進 

概要 
国立六大学（千葉大学，新潟大学，金沢大学，岡山大学，長崎大学，熊本大学）の連携により，それぞれ優位な教育研究資源を結集し，

多面的・総合的入試の共同開発，研究プログラムの共同構築・実施，海外大学との交流推進による国際展開などの取組を進める。 

中期目標【22】 
国立六大学（千葉大学，新潟大学，金沢大学，岡山大学，長崎大学，熊本大学）連携コンソーシアム等の大学間連携により，教育・研

究等の機能の強化を図る。 

 中期計画【22－1】 

国立六大学（千葉大学，新潟大学，金沢大学，岡山大学，長崎大学，熊本大学）連携コンソーシアムにおいて，東京に設置した国立六

大学連携コンソーシアム連携機能強化推進本部を活用し，教育，研究，国際連携等の事業を実施するなど，大学間連携による協働を実

質化する。 

 


